
 

ポスト2015年アジェンダ/持続可能な開発（SDGs）： 

合意へのプロセスと実施への展望 
 

 

 

 

2015年8月21日（金）  男女共同参画推進フォーラム ワークショップ 
「北京+20以後の課題と戦略：ポスト2015アジェンダ/SDGs」 

 

（公社）セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

アドボカシー・マネージャー 堀江由美子 



セーブ・ザ・チルドレンとは 

すべての子どもにとって 

生きる、育つ、守られる、参加する 

  「子どもの権利」の実現をめざして96年 

 1919年に英国で創設、日本は1986年に設立 

創始者が「子どもの権利条約」（1989年）のルーツとなる「子どもの権利憲章」（1923）を起草 

独立した30ヶ国の加盟国、世界120ヶ国以上で子ども支援活動を展開 



■国連ミレニアム開発目標（MDGs）とは 

－国連ミレニアム宣言（2000年）の具体策として2001年に設定された、  

  世界が2015年までに達成すべき8つの目標 

ーシンプルな数値目標と達成期限、首脳レベルの政治的コミットメント 
 

  

MDGsに続く、世界の開発目標 

 

■ポスト2015年アジェンダ/持続可能な開発目標（SDGs）とは 

     
ーMDGsが期限を迎えた2016年以降、世界が2030年までに達成すべき 
開発目標 

ー国連主導の様々なプロセスを経て、2015年9月の国連総会で採択予定 
 

 

 



国連ミレニアム開発目標 

 開発途上国向けの目標（１～７）と、先進国の役割分担と協調行動（８）   

 
MDG1: とてつもない貧困と飢えをなくそう 
 
MDG2: みんなが小学校に通えるようにしよう 
 
MDG3: ジェンダー平等と女性のエンパワーメントを進めよう 
 
MDG4: 子どもの死亡率を下げよう 
 
MDG5: 妊娠・出産に関する健康を改善しよう 
 
MDG6: エイズ、結核、マラリアなどの感染症が広まるのを防ごう 
 
MDG7: 未来の世代に受け渡せる環境を守っていこう 
 
MDG8: 世界の一員として、貧困削減のためにみんなで責任を果たそう 



ポスト2015年/持続可能な開発目
標 

     2015.1-7 政府間交渉 

SDGsオープン・ワーキング・
グループ(OWG) 報告書 

SDGs OWG  
持続可能な開発目標に
関する政府間オープ
ン・ワーキング・グルー

プ 

2012年  

RIO+20サミット  

2013年MDGs特別イベント 

ハイレベルパネル報告書 

ハイレベルパネル 

事務総長報告書 

 2015.9 国連総会決議 

2013.05 

2013.09 
2013.2-2014.7 

2012.06 

ポスト2015年アジェンダ策定プロセス 

持続可能な開発
のための資金に
関する政府間専

門家委員会  

第3回開発   資

金会議
（2015.7） 

2014.9 国連総会 

国連総会議長プロセス（テーマ別

討議＋ハイレベル会合） 

2014.02-09 

2014.12 国連事務総長「統合報告書」 

2013.8-2014.08 

ファイナンス委員
会報告書 

2014.7 2014.8 

2013.8 

2012.07 



ポスト2015年アジェンダ－開発と環境の融合 

 MDGsに代わる国際的な開発目標の取り決めの必要性 
 「国連持続可能な開発会議（リオ＋20）」における持続可能な開発目標
（SDGs）の策定合意 

       

    →開発と環境の課題が統合された「ポスト2015年アジェンダ」  
 

開発 
MDGsの流れを 
継承、MDGsが 

取り残したことを 

やりとげよう 

 

 
 

環境 
リオ+20： 

環境の持続可能
性を開発目標に
取り込もう 

 
 
 持続可能な開発目標（SDGs） 



成果文書 「持続可能な開発のための2030年アジェンダ」 

１ あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。 10 各国内及び各国家間の不平等を是正する。 

２ 飢餓を終わらせ、食料安全保障および栄養改善を実現し、持
続可能な農業を促進する。 

11 包摂的で安全かつレジリエントで持続可能な都市および人間
居住を実現する。 

３ あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉
を促進する。 

12 持続可能な生産消費形態を確保する。 

４ すべての人々への包摂的かつ衡平な質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する。 

13 気候変動とその影響を軽減するための緊急対策を講じる。 

５ ジェンダー平等を達成し、すべての女性および女子のエンパ
ワーメントを行う。 

14 持続可能な開発のために海洋資源を保全し、持続的に利用す
る。 

６ すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を
確保する。 

15 陸域生態系を保護・回復し、持続可能な利用を促進し、森林
の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地の劣化、生物多様
性の喪失を阻止する。 

７ すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な現代的エネ
ルギーへのアクセスを確保する。 

16 持続可能な開発のための平和で包摂的な社会の促進、すべ
ての人々の司法へのアクセス提供、およびあらゆるレベルで
効果的で説明責任のある包摂的な制度の構築を図る。 

８ 包摂的かつ持続可能な経済成長、およびすべての人々の完
全で生産的な雇用とディーセント・ワーク（適切な雇用）を促進
する。 

17 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化する。 

９ レジリエントなインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の
促進、およびイノベーションの拡大を図る。 

OWG提案書をベースに政府間交渉の末、17の目標と169のターゲットに合意 



MDGsとはどこが違う？ポスト2015/SDGsの特徴 

 
 開発の３つの側面（経済、社会、環境）に統合的に対応 
 人権を基盤とし、構造的・根本的要因への取り組みを目指す 
 貧困の根絶を目指す：Leave No One Behind（誰一人取り残さない） 
 普遍性：途上国、先進国、新興国、すべての国が対象に 
 新しい焦点：不平等・格差の是正、持続可能な環境・社会、気候変動、

ガバナンス、説明責任、資金動員など 
 民間セクターの位置づけ 
 策定プロセスで多様なステークホルダーの参加 

 



国連主導のポスト2015コンサルテーション- The World We Want 

www.worldwewant2015.org 
 



国連主導のポスト2015コンサルテーション-My World 

 www.myworld2015.org 



www.participate2015.org 

Beyond2015とInstitute of 
Development Studiesが貧困の 
当事者をポスト2015に反映する
ために立ち上げたプロジェクト 

貧困当事者のプロセスへの参加 



子どもたちのプロセスへの参加 

The Latin America and Caribbean Movement for Children： 
OWGのSDGs提案 チャイルド・フレンドリー・バージョン 



セーブ・ザ・チルドレンのポスト2015プロセスへの関与 



2012年3月〜 「ポスト2015に関する外務省NGO意見交換会」  

 

◆2013年1月～4月にかけて国内コンサルテーションを実施 

 「動く→動かす」の加盟団体、生協、ガールスカウト、宗教団体、労働組合、
地方NGO、国際NGO、青年層、女性団体、障害者団体、国内反貧困団体、
民間セクターなど 

 

2014年3月〜 「ポスト2015NGOプラットフォーム」の組織 

    開発、環境、ジェンダー、障害分野など幅広いセクターの市民社会が連携 

 

◆その他様々なセミナー、シンポジウム、イベントでの発信 

 

    

       
 

 

 

 
 

 

  

 
 

 

 

日本でのポスト2015プロセスへの関与とコンサルテーション 

   



リーマン・ショック後の経済危機、世界経済の多極化、ODA低下傾向、民間依存など… 

貧困・格差、若年失業、高齢化、災害多発、気候変動、感染症、紛争・テロの多発など… 

  深刻化する地球規模そして国内の課題 
ポスト2015の課題は、私たちの足元の課題でもある  

ポスト2015/SDGsの課題は、私たちみんなの課題 

世界経済の構造変化 

新たな課題 



日本の子どもの貧困率は2012年には16.3%と、子どもの約6人に 1人が貧困状況にある。 

一人親世帯(特に母子世帯)での貧困率が極めて高い(2010年時においてOECD諸国の 

中て最゙悪、OECD2014) 。 

 

子どもの貧困率の推移 
（出所） 厚生労働省「平成25年国民生活基礎調査」 

 

一人親世帯の貧困率：就労状況別（2012年） 
（出所）「阿部彩(2014)「相対的貧困率の動向：2006、2009、2012年」 

貧困統計ホームページ」 

【絶対的貧困】人間が生きていくために必要な最低限の衣食住、医療等を欠いている状態。 
【相対的貧困】所属する社会の一般的な生活レベルと比べて一定以下の生活レベルである状態。 

日本の課題の例：子どもの6人に１人が貧困状態 



ポスト2015年アジェンダ/SDGsの実施に向けて 

様々な仕組みづくりはこれから…  

 ・フォローアップ＆レビュー：国際および国内における横断的な仕組み 

 ・アカウンタビリティ：説明責任の仕組み 

 ・ガバナンス：透明なプロセスと市民が参画できる仕組み 

 ・既存の国際メカニズムの活用：国際人権メカニズム、セクター別メカニズムなど 

 ・各国のオーナーシップ−既存の国内制度や機関の活用、新たな法律・条例・計画 

 ・データ収集：投資と支援 

 ・経験・知見共有の仕組み など 
                               

 

 
  

普遍性 透明性 参加 平等性 
説明 

責任 

国際・地域・国内・地方… すべてのレベルで、 

あらゆるステークホルダーが参画できる仕組みをつくるには？  



ご清聴、ありがとうございました 
 

horie.yumiko@savechildren.or.jp 
 


